
みずき団子づくりで世代間交流（五日市保育園）

初議会・議会構成決まる	 2P

議員紹介	 4P

一般質問	〜３議員が町政を問う〜	 6P

定例会・臨時会で決まったこと	 9P

議会に望むこと	 10P

くずまき
議会だより

12月定例会

No.

157
平成24年２月８日発行

1200997_く�まき議会�より157号.indd   1 12.2.2   10:22:42 AM



中崎 和久 議長

昨
年
12
月
、
任
期
満
了
に
伴
う
葛
巻
町
議
会
議
員
選
挙
が
告
示
さ
れ
、

無
投
票
で
現
職
議
員
10
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

議
員
改
選
後
の
初
議
会
は
１
月
20
日
に
開
か
れ
、
当
選
し
た
10
人
は
決

意
を
新
た
に
出
席
し
ま
し
た
。

会
議
は
、
議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、
議
長
や
副
議
長
の
選
挙
、
常
任
委

員
会
の
委
員
の
選
出
な
ど
が
行
わ
れ
、新
し
い
議
会
の
体
制
を
決
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
長
に
は
中
崎
和
久
議
員
、
副
議
長
に
は
高
宮
一
明
議
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
常
任
委
員
会
等
の
議
会
構
成
は
３
ペ
ー
ジ
で
、
ま
た
、
４
・
５

ペ
ー
ジ
に
は
、各
議
員
の
抱
負
や
町
づ
く
り
へ
の
思
い
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

無投票再選…決意新たに
向こう４年間、町発展に尽くします

議
長
あ
い
さ
つ

こ
の
度
の
議
会
議
員
改
選
に
当
た

り
、
無
投
票
と
い
う
結
果
の
中
で
、

引
き
続
き
議
長
の
職
責
を
担
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
、
大

雪
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に

相
次
い
で
見
舞
わ
れ
た
激
動
の
一
年

を
経
て
、
新
た
な
議
会
構
成
で
出
発

し
ま
し
た
。

今
後
４
年
間
、
少
人
数
議
会
で
も

町
の
発
展
の
た
め
に
、
し
っ
か
り
と

町
民
の
皆
様
の
声
を
大
切
に
し
、
よ

り
町
民
に
身
近
で
信
頼
さ
れ
る
議
会

を
目
指
し
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
４
月
か
ら
「
く
ず
ま

き
テ
レ
ビ
」
で
議
会
中
継
を
行
っ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
町
民
に
開

か
れ
た
、
分
か
り
や
す
い
議
会
を
目

指
し
、
議
会
の
活
性
化
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
多
く
の
声
を

議
会
へ
お
届
け
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

くずまき議会だより No.157  平成24年２月８日発行 2

1200997_く�まき議会�より157号.indd   2 12.2.2   10:22:46 AM

議 会 の 構 成

議長選挙結果
中　崎　和　久 7 　票
橋　場　清　廣 2 　票
白　　　　　票 1 　票

輝くふるさと常任委員会
委 員 長 鈴　木　　　満
副委員長 姉　帯　春　治
委　　員 高　宮　一　明
委　　員 辰　柳　敬　一
委　　員 鳩　岡　明　男
委　　員 橋　場　清　廣
委　　員 山　岸　はる美
委　　員 小谷地　喜代治
委　　員 柴　田　勇　雄

任期：４年
正副委員長の職は２年

広報発行常任委員会
委 員 長 橋　場　清　廣
副委員長 柴　田　勇　雄
委　　員 辰　柳　敬　一
委　　員 高　宮　一　明
委　　員 姉　帯　春　治

任期：２年

議会運営委員会
委 員 長 小谷地　喜代治
副委員長 山　岸　はる美
委　　員 鳩　岡　明　男
委　　員 鈴　木　　　満

任期：２年

副議長選挙結果
高　宮　一　明 ７ 　票
山　岸　はる美 ２ 　票
姉　帯　春　治 １ 　票

岩 手 県 後 期 高 齢 者
医療広域連合議会議員

中　崎　和　久
任期：４年

盛岡地区広域消防組合議会議員
辰　柳　敬　一

任期：４年

盛岡北部行政事務組合議会議員
橋　場　清　廣
山　岸　はる美
小谷地　喜代治

任期：４年

監査委員
辰　柳　敬　一

任期：４年

政務調査会
会　　長 鳩　岡　明　男
副 会 長 小谷地　喜代治
監　　事 山　岸　はる美

任期：２年
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この度の町議会議員選挙で当選させていた
だきありがとうございます。
昨年は東日本大震災、自然災害の猛威が忘
れられない年でした。
安心して暮らせる町づくりと町政発展のた

めに微力ながら貢献してまいりたいと思います。

２
　番

鈴す
ず
木き 

　満み
つ
る

議会議員としてお世話になります。
町民の皆様方の声を町政に反映させ、「活
力ある町づくり」のため、また、子どもから
老人の方々までが安心して生活できる町、福
祉向上のため誠心誠意努力します。

４
　番

小こ

谷や

地ち 

喜き

代よ

治じ

この度の町議会議員の改選に当たり、議員
生活４期目を迎えさせていただきました。
議員として、皆様の声を町政にしっかり伝
えていきます。
夢と誇りを持ち、安心して住み続けたい町
づくりを推進します。

３
　番

姉あ
ね
帯た
い 

春は
る
治じ

無投票当選となり、責任の重大さを痛感し
ています。
議会の活性化や役割は皆様の声を大切に、
議会で大いに議論を戦わせ町の将来を決定し
ていくことです。葛巻で快適な生活ができる諸
施策実現のため向こう４年間全力投球します。

１
　番

柴し
ば
田た 

勇い
さ
雄お

議		員		紹		介
10人の抱負

わたしたち10人は、
葛巻町発展のため全力で取り組みます

１月19日の任期満了に伴い執行された一般選挙により当選された議員から、今後の
町づくりへの取り組みについて、地方議会人としての抱負など意気込みを伺いました。
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近年、幾多の自然災害が発生していること
から、防災対策を推進し、さらには自立を選
択した葛巻らしさを確立して、安心・安全な
町づくりを実現するために、住民目線の姿勢
を貫き、皆様の声に耳を傾けながら活動して
いきます。

６
　番

橋は
し
場ば 

清せ
い
廣こ
う

これからの４年間も町民の皆様方の様々な
ご意見、ご要望を伺い、その声を町政に反映
しながら、町・地域が抱える諸課題の解決に
向け、誠心誠意努力してまいります。

５
　番

山や
ま
岸ぎ
し 

は
る
美み

町の基幹産業（酪農・林業）の維持発展に
よる町の活性化に努力いたします。
高齢社会に対応できる町民福祉の向上に努
力いたします。
４年間一生懸命がんばりますので、ご指導
よろしくお願いいたします。

８
　番

辰た
つ
や
な
ぎ柳 

敬け
い
一い
ち

昨年12月の町議会議員選挙は、無投票とい
う結果となり、町民の皆様には、不安な面も
あるかもしれませんが、議会の活性化に取り
組み、開かれた議会を目指し、町づくりの原
点であります町民憲章に唱われている「教育」
「福祉」「産業」の町づくりに努めます。

10
　番

中な
か
崎ざ
き 

和か
ず
久ひ
さ

我が町の基幹産業である酪農・林業の振興
と活性化の推進をはじめ、教育環境の整備、
高齢社会に対応する施設の充実や医療施設の
整備を推進するなど、町民の皆さんが安心し
て暮らせる町づくりに努めます。

９
　番

高た
か
宮み
や 

一か
ず
明あ
き

農林・商工・教育の振興とともに、既存の
産業を支援し、守ります。
少子高齢化に対応した若者が定住しやすい
環境をつくり、町民の視点で物事を考え判断
し、活力ある町づくりに努めます。また、３.
11大震災への支援も続けいきたい。

７
　番

鳩は
と
岡お
か 

明あ
き
男お
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一 般 質 問 一 般 質 問

橋
はし
場
ば
 清
せい
廣
こう
 議員

４
月
か
ら
、
く
ず
ま
き
テ
レ
ビ
で

議
会
中
継
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　

②
子
育
て
の
不
安

③
所
得
向
上
・
雇
用
創
出
・
担
い
手

育
成
に
対
す
る
不
安

④
環
境
問
題
や
災
害
時
の
不
安

⑤
人
口
減
少
に
対
す
る
不
安

こ
れ
ら
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め

の
施
策
を
柱
に
据
え
、
新
年
度
予
算

を
取
り
ま
と
め
て
い
く
考
え
で
す
。

来
年
度
は
、
町
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
の
最
終
年
度
で
も
あ
り
ま
す
。

議
員  

鈴
木
町
政
２
期
目
の
町
づ
く

り
に
対
す
る
、
新
年
度
予
算
編
成
の

基
本
方
針
は
。

町
長  

町
民
が
日
常
生
活
で
感
じ
て

い
る
「
不
安
」
を
解
消
し
て
い
く
こ

と
が
、
本
当
の
豊
か
さ
や
幸
せ
に
つ

な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
「
不
安
」
を
一
つ
ひ
と
つ

解
消
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
最
も
優

先
し
て
取
り
組
む
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
２
期
目
の
ス
タ

ー
ト
と
な
る
新
年
度
予
算
編
成
は
、

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
推
進
を
基
本
方
針
と
し
、
各
種
施

策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
考
え

で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
大
き
く
分
け
て

次
の
５
つ
の
不
安
を
解
消
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
健
康
・
医
療
の
不
安

厳
し
い
財
政
環
境
下
に
お
い
て
も

諸
施
策
を
計
画
的
に
推
進
し
、
町
民

福
祉
の
向
上
の
た
め
、
創
意
工
夫
を

こ
ら
し
、
事
務
事
業
の
統
廃
合
や
再

構
築
を
積
極
的
に
進
め
、
優
先
度
、

緊
急
度
に
よ
る
選
択
を
行
い
、
限
ら

れ
た
財
源
の
効
率
的
か
つ
有
効
的
な

活
用
に
努
め
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」
実
現
の
た
め
の
予

算
編
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

答
弁
の
検
討
事
項

テ
レ
ビ
で
報
告
を

議
員  

質
疑
に
対
す
る
答
弁
で
「
検

討
し
ま
す
」
と
答
え
る
こ
と
が
あ
る

が
、
答
弁
は
議
員
の
み
な
ら
ず
町
民

に
対
し
て
の
答
弁
で
も
あ
り
、
重
要

課
題
な
ど
に
つ
い
て
は
、
時
期
を
捉

え
、
検
討
結
果
の
報
告
を
テ
レ
ビ
で

放
送
で
き
な
い
か
。 予

算
編
成
の
基
本
方
針
は

不
安
解
消
の
施
策
を
柱
に
据
え
る

議
会
へ
の
報
告
は

法
に
沿
っ
て
履
行

町
長  

テ
レ
ビ
で
の
議
会
中
継
は
、

町
民
の
方
々
の
町
政
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
り
、
町
政
へ
の
積
極
的
な
参

加
意
欲
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
　

こ
れ
ま
で
の
答
弁
に
お
い
て
「
検

討
し
ま
す
」
と
答
弁
申
し
上
げ
た
事

項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
も
真し
ん
摯し

に

検
討
し
て
い
ま
す
。

議
会
の
権
限
と
し
て
、
法
律
上
議

会
へ
の
報
告
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同

様
に
義
務
を
履
行
し
て
い
き
ま
す
。

　現
行
制
度
の
中
で
対
応
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
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一 般 質 問 一 般 質 問

柴
しば
田
た
 勇
いさ
雄
お
 議員

台
風
15
号
の
大
雨
に
よ
り

流
失
し
た
町
道
冠
者
沢
線

量
が
20
㍉
以
上
の
降
雨
が
５
回
あ
り
、

ま
と
ま
っ
た
降
雨
で
土
砂
災
害
が
発

生
し
や
す
い
状
況
に
あ
っ
た
と
こ
ろ

に
、
台
風
15
号
の
通
過
に
伴
う
大
雨

（
総
降
雨
量
１
２
３
㍉
）
に
よ
り
町

内
全
域
に
わ
た
っ
て
被
災
し
た
も
の

 

議
員  

各
地
で
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
台
風
15
号
に
関
し
て
、
次
の

４
件
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
町
全
体
の
被
災
状
況
と
被
害
の
大

き
か
っ
た
被
災
箇
所
（
被
災
場
所
）

に
つ
い
て

②
降
雨
量
と
被
災
状
況
の
関
連
分
析

に
つ
い
て

③
被
害
状
況
報
告
会
開
催
の
所
感
と

主
な
住
民
要
望
に
つ
い
て

④
復
旧
事
業
の
進
め
方
等
、
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て

町
長  

①
町
内
全
域
の
被
災
状
況
で

す
が
、
河
川
が
16
河
川
で
39
カ
所
。

町
道
が
16
路
線
で
27
カ
所
。
農
業
用

施
設
（
農
地
、
林
道
含
む
）
が
13
地

区
38
カ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た

箇
所
は
、
平
船
・
垂
柳
地
区
で
、
農

道
・
林
道
合
わ
せ
て
１
億
７
千
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
今
回
は
台
風
の
通
過
以
前
に
日
雨

で
す
。

③
地
区
ご
と
に
町
か
ら
の
情
報
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、
地
元
の
方
々
か

ら
の
被
災
状
況
を
確
認
す
る
機
会
に

も
な
り
、
開
催
意
義
の
大
き
い
報
告

会
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
、
参
加

者
か
ら
も
報
告
会
の
開
催
に
つ
い
て

評
価
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

歩
行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
の
歩

道
や
側
溝
修
繕
の
要
望
、
河
川
内
の

倒
木
処
理
、
増
水
の
た
び
に
冠
水
し

作
物
に
被
害
が
出
る
こ
と
か
ら
、
河

川
改
修
を
望
む
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
屋
外
告
知
放
送
が
聞
こ
え

な
い
場
所
の
解
消
を
求
め
る
意
見
等

が
あ
り
ま
し
た
。

④
こ
れ
か
ら
の
現
地
査
定
に
よ
り
事

業
費
が
確
定
し
ま
す
。

今
後
の
予
定
は
国
へ
の
補
助
手
続

き
等
を
進
め
、
年
明
け
後
に
補
正
予

算
を
お
願
い
し
、
国
の
補
助
金
交
付

決
定
と
配
分
を
受
け
次
第
、
順
次
工

事
を
発
注
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
農
地
に
つ
い
て
は
来
年
の

耕
作
に
間
に
合
う
よ
う
早
期
の
復
旧

に
努
め
ま
す
。

消
防
屯
所
の
整
備

負
担
の
あ
り
方
は

議
員  

消
防
団
員
の
防
災
活
動
拠
点

と
な
る
消
防
団
屯
所
整
備
の
地
元
負

担
の
実
態
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

補
助
基
準
見
直
し

負
担
を
大
幅
軽
減

町
長  

屯
所
整
備
へ
の
地
元
負
担
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
負
担
の
適
正

化
の
観
点
か
ら
、
平
成
23
年
度
に
補

助
基
準
事
業
費
、
補
助
率
、
基
準
面

積
を
引
き
上
げ
、
地
元
負
担
の
大
幅

な
軽
減
を
図
る
な
ど
、
内
容
を
大
き

く
見
直
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

台
風
15
号
の
被
災
状
況
と
そ
の
復
旧
は

被
害
は
町
内
全
域
に
及
び
、早
期
復
旧
に
努
力
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一 般 質 問

山
やま
岸
ぎし
はる美

み
 議員

二ツ石地区に設置されている施設案内板

と
は
可
能
で
す
が
、
風
評
被
害
等
、

町
全
体
、
各
農
家
の
影
響
額
の
把
握

は
難
し
い
状
況
で
す
。

盛
岡
広
域
振
興
局
と
町
幹
部
と
の

意
見
交
換
会
で
も
、
本
町
の
公
共
施

設
の
活
用
と
市
場
で
の
流
通
の
促
進

を
強
く
要
望
し
て
お
り
、
今
後
も
関

係
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
迅
速
な
情

報
提
供
と
速
や
か
な
損
害
賠
償
請
求

を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

緊
急
車
両
の
通
行

幅
員
が
狭
く
難
儀

議
員  

五
日
市
地
区
の
シ
ッ
ペ
ナ
イ

沢
沿
い
の
道
路
は
、
幅
員
も
狭
く
、

緊
急
車
両
等
が
通
行
す
る
際
に
難
儀

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
改
良
、

整
備
の
考
え
は
。

町
内
全
体
を
対
象

計
画
的
に
整
備
を

町
長  

比
較
的
小
規
模
な
道
路
は
、

議
員  

東
京
電
力
の
原
発
事
故
の
影

響
に
よ
り
、
市
場
価
格
の
下
落
と
成

牛
市
場
が
中
止
と
な
り
、
廃
用
牛
を

出
荷
で
き
な
い
な
ど
、
畜
産
、
酪
農

経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
そ

の
影
響
額
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
損
害

賠
償
請
求
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後

の
見
通
し
と
、
賠
償
請
求
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
の
町
の
対
応
は
。

町
長  

次
の
点
で
影
響
を
受
け
て
い

ま
す
。「
農
家
が
廃
用
牛
の
処
理
に

苦
慮
」「
市
場
が
滞
留
」「
市
場
価
格

の
低
迷
」
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
東
京
電
力
原
子

力
発
電
事
故
農
畜
産
物
損
害
賠
償
対

策
協
議
会
」
が
取
り
ま
と
め
た
本
町

の
初
任
牛
と
和
牛
仔
牛
の
８
月
、
９

月
分
の
請
求
額
は
、
６
１
２
万
円
と

聞
い
て
い
ま
す
。

出
荷
頭
数
と
過
去
の
市
場
価
格
と

の
差
額
か
ら
影
響
額
を
試
算
す
る
こ

国
等
の
補
助
基
準
に
該
当
し
な
い
こ

と
か
ら
、
町
単
独
事
業
と
な
り
、
整

備
の
行
き
届
か
な
い
箇
所
も
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
切
削
材
を
利
用
し
た
簡
易

舗
装
や
側
溝
の
設
置
な
ど
、
優
先
度

を
見
極
め
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。道

路
の
案
内
標
識

充
実
す
る
考
え
は

議
員  

３
月
11
日
の
大
震
災
に
よ
る

原
発
事
故
以
来
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

原
発
事
故
、畜
産
等
へ
の
影
響
額
と
対
応
は

影
響
額
は
、８
月
・
９
月
の
２
カ
月
で
６
１
２
万
円

ギ
ー
に
取
り
組
む
町
と
し
て
メ
デ
ィ

ア
で
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
町
を
訪

れ
る
人
が
増
加
し
て
い
る
が
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
設
や
観
光
施
設
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
、
た
び
た
び
道

を
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

町
内
の
主
要
施
設
へ
の
案
内
標
識

を
充
実
す
る
考
え
は
。

観
光
案
内
地
図
を

商
店
な
ど
に
置
く

町
長  

町
内
施
設
へ
の
案
内
機
能
は

あ
る
程
度
の
水
準
に
あ
る
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
充
実

す
る
と
と
も
に
、
町
外
の
方
々

が
立
ち
寄
り
や
す
い
店
舗
な
ど

に
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
案
内

地
図
を
置
い
て
も
ら
う
な
ど
、

町
の
好
感
度
が
上
が
る
よ
う
な

対
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
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一 般 質 問

馬
ま

 渕
ぶち

  文
ふみ

 雄
お

 氏

補
　正
　予
　算

◆
一
般
会
計

４
１
１
０
万
円
を
追
加
し
、
53
億

７
９
９
４
万
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
被
災
地
生
徒
等
受
入
支
援
事
業
費

補
助
金
　
　
　
　
　
　
　71
万
円

◇
電
柱
等
支
障
移
転
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　８
０
０
万
円

◇
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
通
信
用
資
材
購

入
費
　
　
　
　
　
　４
９
０
万
円

◇
農
地
災
害
復
旧
対
策
事
業
費
補
助

金
　
　
　
　
　
　
　３
５
０
万
円

◇
く
ず
ま
き
型
農
畜
産
物
加
工
ブ
ラ

ン
ド
力
強
化
支
援
事
業
費
補
助
金

80
万
円

◇
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
等
施
設
管
理
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　１
０
０
万
円

◇
農
道
管
理
経
費
　
　１
２
０
万
円

◇
江
刈
地
区
中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業
県
営
事
業
負
担
金４

５
０
万
円

◇
観
光
事
業
経
費
　
　１
２
０
万
円

定
例
会
で

決
ま
っ
た
こ
と

会  計  名 補  正  額 補正後予算額

簡 易 水 道
事 業 0円 1億8,103万円

(歳出予算の組み替え）

農業集落排
水 事 業 1,087万円 2億1,047万円

後期高齢者
医 療 事 業 373万円 7,018万円

（１万円未満は四捨五入）

◇
道
路
維
持
管
理
経
費
２
７
０
万
円

◇
塚
ノ
沢
線
道
路
改
良
事
業
費

９
７
４
万
円

◇
大
沢
中
崎
線
道
路
改
良
事
業
費

４
６
８
万
円

◇
消
防
施
設
整
備
管
理
経
費

２
０
２
万
円

◆
特
別
会
計

特
別
会
計
の
補
正
予
算
は
、
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。

請
　負
　契
　約

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
太
陽
光

発
電
設
備
設
置
工
事

・
契
約
金
額
　１
億
４
６
９
５
万
円

・
契
約
相
手
　岩
舘
電
気
株
式
会
社

・
工
事
期
限
　平
成
24
年
３
月
21
日

臨
時
会

₁₁
月
₂₈
日

条
　例
　改
　正

◆
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
改
正

人
事
院
勧
告
に
準
じ
、
職
員
の
月

額
給
与
を
平
均
０
・
２
３
㌫
減
額
し

ま
し
た
。

1
月
₂₀
日

補
　正
　予
　算

◆
一
般
会
計

４
億
６
７
９
５
万
円
を
追
加
し
、

58
億
４
７
８
９
万
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
台
風
15
号
被
害
に
係
る
災
害
復
旧

費
　
　
　
　４
億
３
０
９
１
万
円

◇
葛
巻
町
災
害
復
興
基
金
積
立
金
　

２
６
７
４
万
円

条
　例
　改
　正

◆
葛
巻
町
災
害
復
興
基
金
条
例

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向

け
た
事
業
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に

充
て
る
た
め
、
新
た
に
基
金
を
設
置

し
ま
し
た
。

基
金
に
は
、
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

東
日
本
大
震
災
津
波
復
興
基
金
市
町

村
交
付
金
を
積
立
て
す
る
も
の
で
、

交
付
内
示
額
は
、
２
６
７
４
万
６
千

円
で
す
。
基
金
の
設
置
期
間
は
、
平

成
25
年
度
末
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

人
　事
　案
　件

町
の
監
査
委
員
（
知
識
経
験
者
１

人
・
議
会
選
出
１
人
）
の
選
任
に
つ

い
て
同
意
し
ま
し
た
。

知
識
経
験
者
委
員
に
は
馬
渕
文
雄

氏
（
小
田
）、
議
会
選
出
委
員
に
は

辰
柳
敬
一
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

馬
渕
委
員
は
新
任
で
、
辰
柳
委
員

は
再
任
で
す
。

任
期
は
、
馬
渕
委
員
が
平
成
24
年

１
月
23
日
か
ら
、
辰
柳
委
員
は
、
24

年
１
月
20
日
か
ら
４
年
間
で
す
。
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今
年
も
早
い
も
の
で
、
１
カ
月
経

過
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ま
ま
穏
や
か

な
１
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
も

の
で
す
。

任
期
満
了
に
伴
い
、
広
報
発
行
常

任
委
員
会
の
委
員
も
新
し
く
な
り
ま

し
た
。
議
会
だ
よ
り
の
発
行
と
、
く

ず
ま
き
テ
レ
ビ
に
よ
る
、
議
会
中
継

の
録
画
の
編
集
を
担
当
し
ま
す
。
多

く
の
町
民
の
方
々
に
愛
読
、
視
聴
さ

れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
発
行
常
任
委
員
会

委
員
長
　
橋
場 

清
廣

議長が議会の対外的活動をするための経費が
議長交際費です。各団体の総会、式典の会費が
主なものです。

10月 23,000円（山ぶどうサミットほか）
11月 41,000円（町勢功労者表彰式ほか）
12月 14,000円（消防団防火懇談会ほか）

情 報 公 開
編 

集 

後 

記

トピックス

議
会
に
望
む
こ
と

昨年は、豪雪で年が
明け、3月の東日本大
震災の発生など、悲し
い１年にくれました。

任期満了に伴う12月の町議会議員選
挙は、現職10人が無投票で当選となり、
議員の皆様は、新たな気持ちで新年を迎
えられたことと思います。

４年間の議会活動の始まりにあたり、
町が抱える課題に対し、迅速に対処し、
住み良い町づくりに尽力されることを期
待します。

馬
ば

 場
ば

 宏
こう

 助
すけ

さん
（小屋瀬）

私のまわりでは年金
生活の人たちが多くな
っています。

できれば高齢者の雇
用の場を多く確保してほしいです。また、
若い人の働く場所など、２世帯３世帯の
家族ができるように。

情報交換や町民の声が届くように、議
会報告会を開催してもらいたいです。

携帯電話が一刻も早く全戸でつながる
ようにお願いします。

山
やま

 本
もと

 良
りょう

 子
こ

さん
（前里）

葛巻町の基幹産業
である酪農業の発展
と、私たちのような
若い後継者が生涯の
職業として安心し、夢を持って取り組ん
でいけるような振興策を進めてほしい。

まずは、目の前にあるTPPの参加には、
議会を挙げて県や国に対して強く反対し
てほしいです。

久
く

 保
ぼ

　淳
まこと

さん
（山岸）

私が葛巻に嫁いで10
年が経ち、その生活の
中心は子育てでした。

子どもたちが幼い頃
は、よく体調を崩し病院に通いましたが、
いつも小児科医がいるわけではないため、
町外の病院へ通い苦労しました。

病院のことに限らず、安心して子ども
を育てられる環境を作ってほしいのが、
一番お願いしたいことです。

家
いえ

 田
だ

 利
とし

 江
え

さん
（新町）

く
ず
ま
き
議
会
だ
よ
り

平
成
24
年
２
月
８
日
発
行

発 

行
　
葛
巻
町
議
会
　

編 

集
　
広
報
発
行
常
任
委
員
会

〒
０
２
８-

５
４
９
５ 

岩
手
県
岩
手
郡
葛
巻
町
葛
巻
16-

１-

１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
０
１
９
５-

６
６-

２
１
１
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
０
１
９
５-

６
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